

































これらの手法を用いて、1992年から 2000年 6月までに FMTで観測された、規模の大き
な (サイズが 60,000 km以上)フィラメント消失現象 35例の三次元速度場を導出し、それぞ
れのイベントでHαフィラメントが噴出の有無を調べた。その結果、噴出したもの (eruptive
タイプ)が 23例、一度加速されたが噴出することなく減速したもの (quasi-eruptiveタイ
プ)が 12例と判定された。各々のタイプについて、Yohkoh/SXTならびに SOHO/EITで
観測されたコロナ変化との相関関係を調べると、ほぼ全ての eruptiveタイプでアーケイド
形成や transient dimming領域の形成、EIT波の発生など、大規模なコロナ構造の変化が
起こっているのに対し、quasi-eruptiveタイプでは、多少の増光はあるものの、その増光が
非常に局所的であり、アーケイド形成を伴わないものに限られているという違いが分かっ
た。即ち、フィラメントが噴出する場合には、その周囲の広範囲に渡って太陽磁場構造が
変化しエネルギーが発散されているのに対し、噴出しない時は磁場構造は殆ど変化せず、
そのエネルギーも局所的に解放されているに過ぎない。同時に SOHO/LASCO観測が行
われているイベントについて、私の手法で判定したフィラメント消失のタイプと CMEの
有無との相関を調べたところ、eruptiveタイプでは必ず CMEがあり、quasi-eruptiveタイ
プでは CMEが発生しておらず、手法の信頼性を確認することができた。
(森本 太郎 記)
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